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情報技術委員会では、ECALGA標準を支えるIT
インフラの健全性を担保するために、企業間に
おける全てのデータ交換を１インタフェースで実
現することを目指して活動しております。 

 

従来のEDI（EIAJ）からECALGAまで、標準を支
えるITインフラ検討の変遷と現在の活動状況を
ご紹介し、今後のITインフラの方向性と想定活
用事例をご紹介いたします。 

０．はじめに 
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１．標準化への取り組みと変遷 
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１-１． 標準化への取組み 

ビジネス環境の
変化 

取引業務の革新 
（ビジネスプロセス 
の開発・変更） 

業界内企業 
からの要望 

ＥＣＡＬＧＡ標準 
の開発 

国際標準化活動 

ＩＴ技術の進歩 

5 
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１-２． 標準化の具体化 

・グローバル競争 
・海外生産拠点の展開 
・取引の業際化 
・業務プロセス全体最適化 

・海外取引プロセスの確立 
・業際取引プロセスの確立 
・製品開発プロセスの充実 

・ＩＴコストの削減 
・Ｗｅｂ－ＥＤＩ乱立の解消 
・中小企業への電子取引 
 拡大 

・ＵＮ／ＣＥＦＡＣＴの動向 
・通信プロトコルの標準化 
（ｅｂＸＭＬの標準化） 

・インターネットの進展 
・Ｗｅｂ技術の進化 
・ＸＭＬ技術の進展 

・インターネット対応通信プロ 
 トコルの標準化 
・添付ファイル対応 
・Ｗｅｂ－ＥＤＩガイドライン 
・ＡＳＰ間連携の標準化 

6 
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１－３． ITインフラ標準化の変遷 
ECALGA EIAJ 2003 1989 2013 

Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ 

コ
ン
セ
プ
ト 

全体 

SCM 
(商取引情報) 

ECM 
(技術情報) 

標
準
構
造 

標準化 

テーマ 

メッセージ 

データ交換
規約 

海
外 

Ｅ
Ｄ
Ｉ 

技
術 

動
向 

通常取引（量産品）のバッチ交換 

 → 個別方式から業界標準へ 

電子部品・半導体（ｶﾀﾛｸﾞ）情報の交換 

 → ECALS辞書の制定 

 → 公開と検索の標準化 

・リアルタイム交換 
 への対応 
・データ交換業務 
 の自動化 
・国際化との整合 
性を確保 

実状にあった標準へ 
・リアルタイムと自動 
 化の取り止め 
・国際化との整合性の 
 確保は継続 

業
際
化 

・  

国
際
化 

EIAJ・CII形式 XML形式 ＋ CII形式 XML形式 

拡張Z手順（全銀TCP/IP） ebXML(BPSSあり) ebXML(BPSSなし) ＋ 拡張Z 

ANSI 

UN/EDIFACT 

インターネット 

XML 

現
状
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
と

不
一
致 

高
価
な
投
資
が
必
要 

IT・エレクトロニクス業界における企業間の全業務プロセスの標準化と効率化 （個別方式の撤廃） 

国際標準との整合性確保 

交換型 
ECALGAにEIAJ 
     を完全に包含 

変化への対応 

データ交換業務の自動化 
WebＥＤＩの乱立への対応 
図面情報等付帯情報の対応 

国際化との整合 

JEITAクライアント ＡＳＰ間連携 ＷｅｂＥＤＩガイドライン 

業界毎のＥＤＩ標準化 
VAN機能の標準化 
VAN間接続の実現 
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１－４． ITインフラの全体像 

ASP 

企業 

企業 

企業 

企業 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

ebXML手順 

ASP間 
連携標準 

ﾒｰﾙEDI 

プライベート 
TCP/IP網 

標準手順 
全銀TCP/IP 

企業 
Web 
ﾌﾞﾗｳｻﾞ 

JEITA共通 
ｸﾗｲｱﾝﾄ 

企業 

インターネット 

標準手順 
ebXML 

Web-EDI 
ガイドライン 

ASP 企業 

標準化によりＥＤＩ利用企業の効率化を目指す 
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１－５． 標準化の直近の活動ポイント 

１．ＪＥＩＴＡ共通クライアント                                        
  国際化を視野に国際標準プロトコル ebXML/ＭＳを利用し実現 
    添付ファイルを利用したデータ交換を含む、具体的な使い方の紹介 
 
２．WebーEDI標準ガイドライン 
   多画面対策として利用インタフェース面（データ項目等）から標準化推進 
    認定活動と直近の課題を紹介 
 
３．ＡＳＰ間連携 
   ＡＳＰ利用企業のワンポータル化を目指す 
    国際化、業際化対応を視野に検討 
    実証実験等を通じて見えてきた課題を紹介 

以降、活動内容と標準化の事例を紹介します。 

9 
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２．活動内容と事例 
 ２－１．ＪＥＩＴＡ共通クライアント 
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２－１．（１） ＪＥＩＴＡ共通クライアント 

１．インターネットを利用したＥＤＩの通信手段のニーズ 
  →通信コスト削減、高速・安全な通信手順 
 

２．ＥＤＩサーバの運用コストの懸念 
  →サーバ～サーバ接続の場合、常時稼動が必要。 
   企業の負担増 

 
背 景 
問題点 
 
 
 

１．安全にインターネットを利用したＥＤＩの実現 
  ①httpsベースの通信経路 

２．安価にＥＤＩを実現 
  ①クライアント接続により、ＥＤＩサーバの運用コストを低減 
  ②ＪＥＩＴＡより無償提供 

解決策 

ＪＥＩＴＡ共通クライアントの提供 
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◆ ソフトウェアの機能概要 

業
務
シ
ス
テ
ム 

クライアントソフトウェア 

通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
制
御 

レベル0 レベル1 

コ
マ
ン
ド 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

・ レベル0 : 通信プロトコル制御⇒ebXML/MS3.0（Pull型）準拠 

・ レベル1 : 送受信コマンド制御とファイル管理 

クライアント型 

のサポート 

ディレクトリ 

送信 
データ 

受信 
データ 

企業 

or 
ASP 

サーバ 

ebXML/MS3.0 
(国際標準) 

コマンド・ 
ディレクトリ管理 

企業内 
業務処理 

◆国際標準ebXML/MS3.0（Pull型）準拠の無償クライアントソフト 

２－１．（２） ＪＥＩＴＡ共通クライアントとは 
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高度なＩＴ知識不要 
 ・インストールはファイル展開のみ。設定ファイルの編集で利用開始 
 ・コマンドプロンプトにてバッチコマンドを実行するだけで送受信が可能 
 ・EDIメッセージと添付ファイルを同時に送受信可能 
 ・Windowsのタスク機能に送受信コマンドを登録することで、定期的かつ自動的に送受信可能 

２－１．（３） ＪＥＩＴＡ共通クライアントの利用方法 

ＥＤＩクライアント実行ファイル 

コマンド実行するだけで送受信 

タスク登録で定期的に自動送受信 

取引先 or ASP 等 利用者 インターネット 
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２－１．（４） 活用事例：添付ファイル付メッセージ送受信 

情報依頼企業 情報提供企業 
ECALGA 
依頼情報 

(CII) ASP ASP 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 

ASP 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 
ECALGA 
回答情報 

(CII) 

想定シーン 
  ECALGAメッセージのデータ交換だけでなく仕様書を送受信したい。  
  データ交換時の紐づけが手間がかかるケースがある。 

ASP 
JEITA 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 
JEITA 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 
仕様書 
PDF 

ECALGA 
依頼情報 

(CII) 

ECALGA 
回答情報 

(CII) 

効果 
・ＥＤＩメッセージと関連するファイルを同時に送受信でき、ＥＤＩデータとして管理可能 
・通信インフラとしてJEITA共通クライアントのみで対応可能 

仕様書 
PDF 

JEITA共通クライアントを導入すると 

仕様書 
PDF 

14 

郵送 
メール送信 
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２－１．（４） 活用事例：添付ファイル付メッセージ送受信 

送受信ＥＤＩメッセージと添付ファイルの紐付けの方法 

送信フォルダ 

ECALGA 
回答情報 

(CII) 

ECALGA回答情報 

（フォルダ） 

仕様書 
PDF 

メッセージと同じ名
称のフォルダ内に添

付ファイルを 

格納するだけで 

紐づけ可能 

送信フォルダ内の構成 

情報依頼企業 情報提供企業 

ASP 
JEITA 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 
JEITA 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 
仕様書 
PDF 

ECALGA 
依頼情報 

(CII) 

ECALGA 
回答情報 

(CII) 

受信フォルダ 

ECALGA 
回答情報 

(CII) 

ECALGA回答情報 

（フォルダ） 

仕様書 
PDF 

メッセージと同じ名称
のフォルダ内に添付
ファイルが格納される 

受信フォルダ内の構成 

15 

同時に送信 
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・リリース日：2013年4月30日  （Ver2.2） 

・動作環境： 

  OS、Java 下記組合せ対応版のクライアントソフトを提供 

   対応OS ：Windows8 , Windows7, WindowsVista SP2.0,      

                        WindowsXP  SP3.0 

   Java Version: 1.5 , 1.6, 1.7   

・利用範囲：国内利用に限定 

・費     用：無 償 

１）JEITA共通クライアントの利用環境条件 

２－１．（５） ＪＥＩＴＡ共通クライアント利用状況 

２）JEITA共通クライアントの提供状況 
・累計ダウンロード数  ：142件 
 

  Ver1.0   （Java Version 1.5対応版）：73件 （2009年6月～2011年2月） 

    Ver2.0/2.1（Java Version 1.6対応版）：59件 （2011年2月～2013年4月） 

    Ver2.2   （Java Version 1.7対応版） ：10件 （2013年4月～10月現在） 

 今後の課題：実証実験結果を踏まえ、互換性を保持・利便性向上 
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ダウンロード手 順： 
 JEITA HPより、共通クライアントソフト 
 ダウンロードページに遷移し、利用規約の 
 内容に同意の上、名刺情報を入力しダウン 
 ロード下さい。 （無償） 

２－１．（６） ＪＥＩＴＡ共通クライアント入手方法 
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２．活動内容と事例 
 ２－２．Ｗｅｂ－ＥＤＩガイドライン 
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１．画面が標準化されていない（発注企業ごとのレイアウト） 
  →利用者側の処理の複雑さを招いている。  

２．利用者側でEDIデータを再利用しづらい 
  →画面までの処理に留まっており、社内システムと連携できず 
   データを入力している場合が多い 

 
背 景 
問題点 
 
 

Ａ．個別方式の廃止・データ連携の実現(標準化推進) 
  ①Web-EDIガイドラインに沿ったWeb-EDIの構築 
  ②受発注者双方の業務円滑化、企業間取引の効率化の推進 
 

Ｂ．利便性の向上 
  ①Web-EDI利用者の不便さ、使い勝手の悪さ等の解消 
  ②Web-EDI構築で対応すべき（が望ましい）事項の整理 

 
 
解決策 
 
 
 

２－２．（１） Ｗｅｂ-EDIガイドライン 

Web-EDIガイドライン（認定制度）の策定 
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 チェック内容 

 ECALGA標準に即した運用 

１  標準（統一）企業コードの取得・採番、該当標準項目へのセット 

２  各情報種毎データ項目の標準準拠 

３  標準納品書・Ｄラベルのレイアウト、バーコード標準準拠 

４  ファイルダウンロード（アップロード）機能の実装 

説明  主な内容 

概要 （１）Web-EDIガイドライン適合で認定 ※認定マーク発行 

  ①ASP事業者、②パッケージ、③利用者 

（２）JEITAホームページで公開 ※貢献を広くアピール 

  ①認定企業、②Web-EDIシステム名称 

仕組み Web-EDIガイドライン認定チェックシートご提出 

  JEITA情報技術委員会にて審査。  

  認定期間：2年、認定費用：無料 

20 

２－２．（２） Ｗｅｂ-EDIガイドライン（認定制度） 

 
標準化 
項目 
 

 
 
認 定 
制 度 
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種別  総数 

①自社構築システム 2社－2ｼｽﾃﾑ 

②ASPサービス 6社－6ｼｽﾃﾑ 

③パッケージソフト 4社－4ｼｽﾃﾑ 

④ASP利用者 1社－1ｼｽﾃﾑ 

[認定Web-EDI利用企業数]   発注者: 730社  受注者: 42,000社 

21 

２－２．（３） Ｗｅｂ-EDIガイドライン（認定状況） 

 
認 定 
状 況 
 
(2013/9/30 

     時点) 

 

 
今後の 
課題 
 
 
 
 
 

Web-EDIガイドライン認定内容の見直し 
 

①ファイル転送型EDI提供要否の再考 
受注者が自社のバックエンドシステムと効率的に連携させて、受
信データのダウンロード・送信データのアップロードを行う事を想
定、発注者は受注者に対し、ファイル転送型EDIも併せて提供。 

 

②利用ASPの集約、画面レイアウトの検討 
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 ①新着データのダウンロード機能が提供されていない（再ダウンロード含）。 

 ②各情報種類毎に定義されているデータ項目が、ＥＣＡＬＧＡ標準に準拠して
いない。（名称・属性・桁数の齟齬、必須項目が必須でない etc.） 

 ③標準（統一）企業コードを取得・利用していない（独自コードで運用）。 

 ④標準納品書のレイアウトが、標準に準拠していない。 

  （指定表示項目印字なし、バーコードの位置・行数の齟齬 etc. ） 

２－２．（４） Ｗｅｂ-EDIガイドライン（認定事例） 

認定時における指摘事例 

上記など必須チェック項目に不適合の場合でも、状況を照会させて頂き、条件
つきで認定が可能なケースもございます。 

（指定期間での改修依頼、運用上のお願い etc.の条件をご了承頂ける場合）  

システム（サービス・パッケージ）提供各社、利用各社の認定申請をお待ちし
ております。 

22 
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２．活動内容と事例 
 ２－３．ＡＳＰ間連携 
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１．発注企業毎に取引方法が異なる。 
 →発注者指定の取引方法に合わせざるを得ない。 
 →発注企業毎で指定ＡＳＰが異なる。 

２．お客様や取引先が他業界や海外にシフトしている。 
 →お客様の取引方法に沿う必要がある。 
 →業界又はグローバルでＥＤＩ仕様が異なる。 

 
背 景 
問題点 
 

Ａ．ＡＳＰのワンポータル 
 ①利用者が自分で接続先ＡＳＰを選択できる。 
 ②振分機能により、発注企業指定のＡＳＰに仕分けできる。 

 
Ｂ．業界間・グローバル間ＥＤＩ 
 ①共通のビジネス通信基盤を提供できる。 
 ②振分機能により、データ仕分けが実装できる。 

 
 
解決策 
 
 
 

２－３．（１） ＡＳＰ間連携（目的） 
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＃ 標準ガイド項目 
１ 【送達確認】複数のＡＳＰを介してもデータ送達を確認できる。 
２ 【振分ヘッダ】一括データを宛先ＡＳＰや企業に仕分けできる。 
３ 【エラーコード】送受信を自動化又はシステム化できる。 
４ 【通信プロファイル合意書】システムが通信仕様を認識できる。 

説明  主な内容 
ガイドラ
イン 

（１）ＡＳＰ間運用標準ガイドライン 

 ①システムルール、②運用ルール 

  ＡＳＰワンポータル実現のために、ＡＳＰ間連携にお
いて、ＡＳＰが守るべきルールを取り決めたもの 

仕組み （２）通信プロファイル合意書 

  ①ＪＥＩＴＡホームページで雛形公開 

  ②ＡＳＰ間で合意書を交換 

   共通通信基盤実現のため、ＡＳＰ間の通信仕様に
関して、ＪＥＩＴＡの雛形をもとに、通信プロファイル合
意書を交換し取り決める。 

25 

２－３．（２） ＡＳＰ間連携とは 

標準 
ガイド 
項目 
 

ＡＳＰ間
運用標
準ガイ
ド 
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 ＡＳＰで業界内・他業界・グローバルであっても、ワンポータルを実現 

 ・振分機能により、データ仕分けの効率化 ［ＣＩＩ/ＥＣＡＬＡＧＡヘッダ振分] 
 ・送達確認機能により、連携先ＡＳＰの状況把握が可能 

２－３．（３） ＡＳＰ間連携標準（全体像） 

自社 

自社ＡＳＰ 
（ワンポータル） 

業界内ＡＳＰ 

他業界ＡＳＰ 

海外ＡＳＰ 
 

ＥＣＡＬＧＡ企業 

他業界企業 

海外 
企業 

振分 

振分 

振分 

振分 

変換 

【ＡＳＰ間連携】 

【ＡＳＰ間連携】 

【ＡＳＰ間連携】 

今後の課題：実証実験結果を踏まえ、メッセージに依存しない振分の検討 
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２－３．（４） 事例：ＪＥＩＴＡ共通クライアント利用（技術情報交換実証） 

情報依頼企業 

情報回答企業 

ASP-β 

 

 
仕様書 
PDF 

ECALGA 
依頼情報 

(CII) 

ECALGA 
回答情報 

(CII) 

 

 

ASP-γ 

想定シーン 
  添付ファイルつきメッセージの交換を他ＡＳＰを介して取引先企業に送付したい 
  ＡＳＰがｅｂＸＭＬサーバを実装していない 

ＪＥＩＴＡ 

ｸﾗｲｱﾝﾄ ｅｂＸＭＬ 

サーバ 

ｅｂXMＬ 

サーバ 
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情報依頼企業 

ＪＥＩＴＡ 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 

ASP-α 

 

 
ｅｂＸＭＬ 

クライアント 

（ＪＥＩＴＡ 

クライアント） 

Ｗｅｂインタ
フェース 

ECALGA 
依頼情報 

(CII) 

今後の課題：実証実験の結果を踏まえ、クライアント利用時の運用ルール検討 

効果 
・ＪＥＩＴＡ共通クライアントをＡＳＰで活用し、情報回答企業のワンポータルを実現 
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３．まとめ 

ＩＴインフラは、どのような相手（他業界、グローバル）とも接続できることが理想。 
現在のインフラは、ＪＥＩＴＡ（ＩＴインフラ業界）内のデータ形式に依存して実装してき
たが、成果をベースに他業界、国際接続の実現に向けて推進してゆきたい 
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テーマ 課題 

１  ＪＥＩＴＡ共通クライアント ・実証実験の指摘事項を踏まえ機能強化 

・海外利用展開の検討 

２  Web－EDIガイドライン ・あるべきEDI推進のために、ガイドラインの見直し 

３  ＡＳＰ間連携 ・国際標準化動向を視野に、ＥＤＩメッセージに 
 依存しない連携の方式を検討 

・クライアント接続を前提としたＡＳＰ連携検討 
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